
1．平成21年度第３四半期決算の概要

○ 連 結 決 算

１．連結経営成績（累計）

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( )

( )

(注１) パーセント表示は、対前年同四半期増減率

(注２) 営業損益、経常損益、四半期純損益、１株当たり四半期純損益欄の△は、損失を示しております。

２．連結財政状態

○ 単 独 決 算

１．経営成績（累計）

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( )

( )

(注１) パーセント表示は、対前年同四半期増減率

２．財政状態

(注２) 営業損益、経常損益、四半期純損益、１株当たり四半期純損益欄の△は、損失を示しております。

総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産

23.9 1,758.92

22年３月期第３四半期

21 年 ３ 月 期

22年３月期第３四半期

21年３月期第３四半期

百万円 ％ 百万円 ％

1,904.55

1,947.01

売　上　高 営 業 損 益 経 常 損 益

売　上　高 営 業 損 益 経 常 損 益

四半期純損益 １株当たり四半期純損益

％百万円 百万円％％ 百万円

△ 6.4

4.5

17,648

△ 28,025

－

－

1,624

△ 22,635

－

－

百万円 ％

391,934

418,622

自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％             　　 円 　銭　

総  資  産

－

－

6,972

△ 38,280

百万円 ％

－△ 40,825

－

△ 111.71

81

１株当たり四半期純損益

404,266

－

－

4.5 △ 30,665 －

百万円 百万円 ％             　　 円 　銭　

22年３月期第３四半期

21年３月期第３四半期

百万円 ％

△ 23,532

22年３月期第３四半期

21年３月期第３四半期

22年３月期第３四半期

21年３月期第３四半期

              　　      円 　銭　

1,624,720

1,635,023 419,983

7.72

△ 107.45

24.7

25.1

411,380

純  資  産

24.3 1,808.84

376,930 △ 6.8

四半期純損益
              　　      円 　銭　

0.39

14,059 － 3,580

22年３月期第３四半期

21 年 ３ 月 期

370,438

1,564,763 380,951

1,552,482



2．連 結 決 算 の 概 要

（単位：百万円）

[ ] [ ] [ ] [ ] [ ]

ほくでんｻｰﾋﾞｽ㈱、ほくでん情報ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱、

経 常 損 益

経
常
費
用

374,286営 業 費 用

そ の 他 事 業 営 業 費 用

営 業 外 費 用

合 計

99.9

24,260

北海道総合通信網㈱

－ △24,106

北海道ﾊﾟﾜｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

連 結 子 会 社

ほくでんｴｺｴﾅｼﾞｰ㈱※

北海道計器工業㈱、北電総合設計㈱、

北電興業㈱

572,152

22,407

法 人 税 等

［ 営 業 損 益 ］

電 気 事 業 営 業 費 用

14,055

360,230

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 四 半 期 ( 当 期 ) 純 損 益

渇 水 準 備 金 引 当 又 は 取 崩 し

(A)-(B) (A)/(B)

経
常
収
益

営 業 収 益 ( 売 上 高 )

そ の 他 事 業 営 業 収 益

営 業 外 収 益

合 計

電 気 事 業 営 業 収 益

594,559

375,923 403,255

△ 428

446,648

420,756

1,705

15,366

418,622

－

－

104.2

93.6

106.6

△27,331

643

93.2

93.6

2,776

597,336

－

－

2,134

393,639

－

△ 4,941

△72,370

△27,117

△26,688

16,010

391,934

3,418 8,360

△72,362

△73,238433,468

12,381 12,389

当第３四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、販売電力量の減少や、燃料価格の

低下による燃料費調整制度の影響などにより、営業収益（売上高）は、前年同期に比べ２６６億円

（△６.４％）減少の３,９１９億円となり、これに営業外収益を加えた経常収益は、２７１億円

87513,179

の増加に加え、燃料価格の低下や豊水による燃料費の減少のほか、経営全般にわたる効率化に努めた

結果、営業費用は、前年同期に比べ７２３億円（△１６.２％）減少の３,７４２億円となり、これに

連結累計期間連結累計期間

支出面では、泊発電所３号機の運転開始による減価償却費の増加などはありましたが、原子力発電量

以上により、営業損益は、前年同期の損失から４５６億円好転し１７６億円、経常損益は、４５２億円

（△６.４％）減少の３,９３６億円となりました。

営業外費用を加えた経常費用は、７２３億円（△１５.８％）減少の３,８６６億円となりました。

好転し６９億円、四半期純損益は、２４２億円好転し１６億円の利益となりました。

連 結 収 支 比 較 表

当第３四半期 前第３四半期
前　　期増　　減 前年同期比％

(A) (B)

北海電気工事㈱

3,553

少 数 株 主 損 益 462

連 結 対 象 会 社

四 半 期 ( 当 期 ) 純 損 益 1,624

1,466

損失を示しております。

(注)営業損益、経常損益、税金等調整前四半期(当期)純損益、少数株主損益、四半期（当期）純損益欄の△は、

△22,635

81089.0△ 56

△ 7,869

79.9

611,715

△17,155

83.1 592,054

19,661

83.8

17,103

84.2

－

※ ほくでんｴｺｴﾅｼﾞｰ㈱は、北海水力発電㈱が平成21年４月３日付で商号を変更したものです。

－

36,892

12,688

㈱ｴﾅｼﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱ、㈱ほくでんｽﾎﾟｰﾂﾌｨｰﾙｽﾞ、

苫東ｺｰﾙｾﾝﾀｰ㈱ 北海道ﾌｰﾄﾞﾌﾛﾝﾃｨｱ㈱、㈱ほくでんｱｿｼｴ

持 分 法 適 用 会 社

519

628,819

△11,222

△ 5,053

△31,482

4,737

45,674

△31,165－

－45,253

△ 7

17,648

△33,339

△28,025

6,972

459,037

△38,280

386,667



3．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

（単位：百万ｋＷｈ）

(注) 原子力設備利用率は、試運転分を除いております。

・ この結果、販売電力量合計では、３.４％の減少となりました。

販 売 電 力 量

当第３四半期 前第３四半期
増　　減 前年同期比％

(A) (B)

(A)-(B)

11,639101.8

運用をはかったことから、安定した供給を維持することができました。

当第３四半期累計期間の出水率は１０８.８％と平年を上回り、また、供給設備の適切な

特 定 規 模 需 要

・

△ 940

96.6

17,942

合 計 22,277

供 給 電 力 量

12,703 93.113,643

23,050 △ 773

営業運転を開始いたしました。

(A)

前　　期
累  計  期  間

当第３四半期 前第３四半期
累  計  期  間

増　　減

(B)

前年同期比％

(A)/(B)

8,108 147

167

8,255

６.９％の減少となりました。

累  計  期  間
前　　期

(A)-(B) (A)/(B)

累  計  期  間

以　外 電 灯 電 力 計 9,574 9,407

・

・

電灯および電力は、オール電化住宅の普及に加え、春先の気温が前年に比べ低く推移したことに

特定規模需要は、紙・パルプ、鉄鋼業、機械工業などでの生産調整の影響などにより、

よる暖房需要の増加などにより、１.８％の増加となりました。

電 力模需要

特定規 電 灯

13,897

1,319 1,299 2,258101.620

101.8

自
　
　
社

( 出 水 率 ％ ) ( 108.8) ( 77.8)

( 54.3)

計 22,419

10,513

原 子 力 8,756

( 80.5)

水 力 3,150 2,274 876 138.6 2,811

( 31.0)

16,039 △ 5,526 21,17665.5

( 82.4)

4,150 4,606

( 設 備利 用率 ％ ) ( 28.1)

火 力

99.8 30,764

84.1

( 66.2)

211.0 6,777

他 社 受 電 3,201 5,100

△ 796

3,807 △ 606

△ 69 △ 44

26,206 97.0 35,790

－

31,839

△ 97

揚 水 用 △ 113

△ 1025融 通

△ 4422,463

なお、昨年１月２５日から試運転を実施しておりました泊発電所３号機は、１２月２２日に

△ 3

163.5 △ 71

合 計 25,410



３．収    支

（１）収    益

（２）費    用

（３）損    益

となりました。

第３四半期（10～12月）において、大規模電源の定期検査が当初計画どおり竣工したこと

に伴う修繕費の計上などによるものであり、年度当初から想定していたものであります。

なお、経常利益は、第２四半期（累計）の９０億円から減少しましたが、これは、

ました。

燃料費・購入電力料は、原子力発電量の増加に加え、燃料価格の低下や豊水などにより、

１,０７０億円（△５５.７％）の減少となりました。

支払利息は、有利子負債の増加などにより、９億円（９.３％）の増加となりました。・

ました。

この結果、経常費用合計では、７１９億円（△１６.１％）減少し、３,７４９億円となり

などにより、１７億円（１.９％）の増加となりました。

その他費用は、経営全般にわたる効率化に努めましたが、原子力バックエンド費用の増加・

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少や、燃料価格の低下による燃料費調整制度の影響

などにより、２８５億円（△７.１％）の減少となり、これにその他収益を加えた経常収益

・ 人件費は、退職給付会計に係る費用の増加などにより、１６億円（４.１％）の増加となり

合計では、２７５億円（△６.８％）減少し、３,７８４億円となりました。

以上により、経常損益は、前年同期の損失から４４４億円好転し３５億円、四半期

純損益は、２３６億円好転し８１百万円の利益となりました。

・

・

・

修繕費は、前年同期の泊発電所２号機蒸気発生器１次冷却材入口管台溶接部補修・

・ 減価償却費は、泊発電所３号機の運転開始などにより、３２８億円（６８.７％）の増加

の反動などにより、２１億円（△３.５％）の減少となりました。

  



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 174,821 180,100 △ 5,278 97.1 259,065

電 力 料 196,718 219,963 △ 23,244 89.4 307,912

(　小　　計　) ( 371,540 ) ( 400,063 ) ( △ 28,523 ) ( 92.9 ) ( 566,977 )

そ の 他 収 益 6,948 5,926 1,022 117.2 8,587

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 376,930 ] [ 404,266 ] [ △ 27,335 ] [ 93.2 ] [ 573,473 ]

合 計 378,488 405,990 △ 27,501 93.2 575,565

人 件 費 42,827 41,131 1,695 104.1 53,734

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 85,308 192,356 △ 107,048 44.3 238,581

修 繕 費 59,006 61,115 △ 2,109 96.5 99,430

減 価 償 却 費 80,666 47,821 32,845 168.7 68,318

支 払 利 息 11,396 10,430 965 109.3 14,173

そ の 他 費 用 95,703 93,958 1,744 101.9 137,877

合 計 374,908 446,815 △ 71,906 83.9 612,116

[ 14,059 ] [ △ 30,665 ] [ 44,725 ] [ － ] [ △ 22,354 ]

3,580 △ 40,825 44,405 － △ 36,550

3,418 △ 4,941 8,360 － △ 5,053

－ － － － 4,701

161 △ 35,883 36,045 － △ 36,198

80 △ 12,351 12,432 － △ 10,000

81 △ 23,532 23,613 － △ 26,197

(注) 営業損益、経常損益、税引前四半期(当期)純損益、四半期（当期）純損益欄の△は、損失を示しております。

四 半 期 ( 当 期 ) 純 損 益

渇水準備金引当又は取崩し

税引前四半期(当期)純損益

法 人 税 等

特 別 損 失

経 常 損 益

経
　
 
常
　
 
収
　
 
益

経
　
 
常
　
 
費
　
 
用

(A)/(B)

当第３四半期

(A)

累  計  期  間
前　　期

［ 営 業 損 益 ］

前年同期比％増　　減
前第３四半期

(B)

累  計  期  間

(A)-(B)



4．業 績 の 見 通 し

○ 連 結 業 績 見 通 し

22年３月期連結業績予想

(△3.6％) (△3.4％)

○ 単 独 業 績 見 通 し

22年３月期単独業績予想

2,876 81

することなどから、通期の連結経常利益は、１４０億円程度となる見通しであります。

に公表した業績予想に修正はありません。
なお、第３四半期（10～12月）において、大規模電源の定期検査が当初計画どおり竣工したことに伴う

修繕費の計上などから、第３四半期（累計）の連結経常利益は、第２四半期（累計）の１０５億円
から減少し、６９億円となりましたが、第４四半期（１～３月）では、こうした修繕費負担が軽減

△4億kWh程度

3,000

29,000

対 前 期 増 減

29,000

経 常 利 益

売 上 高

営 業 利 益

5,000

（△1.4％程度）

314億kWh程度

当 期 純 利 益

23,000

対 前 期 増 減
第３四半期第２四半期

当期の業績につきましては、計画どおりに推移しており、連結、単独ともに平成２１年１０月２９日

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

販 売 電 力 量

(注) 販売電力量欄上段( )内のパーセント表示は、対前期増減率

売 上 高 523,000

9,000

△  50,000

45,000

45,000

544,000

28,000

14,000

△  50,000

45,000

45,000

9,034

累 計 実 績 累 計 実 績

累 計 実 績 累 計 実 績

146億kWh 223億kWh

3,560 1,624

3,580

248,355 376,930

16,173 14,059

第２四半期 第３四半期

（単位：百万円）

（単位：百万円）

通 期

通 期

(参　　　考)

257,541

17,834

10,547

391,934

17,648

6,972

(参　　　考)
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